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　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

目　標 策

思考・判断・表現
R5年度市学習状況調査の国語・算数の「思考・判断・表現」に
おいて、すべての学年でR4年度市学習状況調査を国語で３ポ
イント、算数で２ポイント上回る。

児童が考える時間を確保し、ノートやワークシート、タブレット
を用いて考えを表し、互いに考えを交流する場面を計画的に
設ける。国語の授業では、学習内容に応じて、思考・判断・表現
を伴う学習活動を授業に取り入れ、思考の過程を重視する指
導を実践する。

知識・技能
R5年度市学習状況調査の国語・算数の「知識・技能」におい
て、すべての学年でR4年度市学習状況調査を国語で３ポイン
ト、算数で２ポイント上回る。

国語の言語活動や算数での算数的な活動、社会での調
べ活動、理科の実験など、体験的な学習を重視しなが
ら、学習内容の定着を図っていく。「ドリルパーク」や「ス
タディサプリ」を活用し、漢字や計算問題に取り組み、基
礎的、基本的事項の確実な習熟を図る。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度市学習状況調査「コンピュータを活用して，学習内容
の理解度や，興味・関心に合わせて学習することができました
か」において、５・６年とも9５％を上回る。

すべての児童にとって必要感のある課題設定ができる
よう問題提示を行う。また、解決の見通しをもつ場、自
力解決の場、交流の場を確保しながら、ＩＣＴ機器を有効
に活用して、学習の理解度に応じて主体的に学びなが
ら課題に取り組むようにする。

③

⇒

⇒

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

主体的に学習に取り組
む態度

変更なし

ＩＣＴ機器を有効に活用した解決の見通しをもつ場、
自力解決の場、交流の場の充実を図るとともに、ア
プリを活用し、学習の理解度に応じて課題に取り組
むようにする。

知識・技能 変更なし 変更なし

変更なし ⇒ 変更なし思考・判断・表現

小６

小３

小５

小４

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現 思考・判断・表現

R５年度全国学力・学習状況調査の「知識・技能」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語、算数
ともー１ptであった。算数の「高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判
断し、その理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる」の問題に課題がある。用語を正しく使
いながら考えを説明する活動を工夫していく。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査の「５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、ど
の程度使用しましたか」の設問で、「ほぼ毎日」「週3回以上」が８５％程度あった。より一層、タブレットを
活用した学びを推進する。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能
R５年度全国学力・学習状況調査の「知識・技能」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語、算数
ともー３ptであった。国語の日常よく使われる敬語を理解しているかどうかをみる問題で無解答の児
童が多かった。敬語の学習場面以外にも、様々な学習、日常場面で定着を図る。

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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